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ニ）スタッフジャンパー 
白地にワインレッド色の「楽市ラクダ」のキャラクターを左胸と背中に配置した。生地と

しては、11 月に相応しく少し厚手のものとした。サイズ及び枚数は、次の通りである。 
・Ｓサイズ：3 枚、Ｍサイズ：17 枚、Ｌサイズ：20 枚、ＬＬサイズ：20 枚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホ）エプロン 
出店者が当日着用するものとして、エプロンと三角巾を 100 枚ずつ作成した。エプロンと

三角巾は、白地のものに、ワインレッドのロゴ･ラクダのキャラクターを中央に配置し、当

日はそれぞれを出店者に 2 枚ずつ配布する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3-19 

スタッフジャンパー（前）

写真 3-20 

スタッフジャンパー（後）

写真 3-21 エプロン 
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②開催当日 
イ）一日目【11 月 10 日（土）】 

会場配置については、テントおよびパラソルの設置が、雨のせいもあり手間取った。また、

テントごとの看板設置が、人数の不足もあり遅くなり、出店者がどこに出店するのか、戸惑

い気味であった。早朝からの雨と言うこともあり、A エリアの農産物の出店者で出店を見合

わせたものもあり、一日中空きの状態となっていたのは残念であった。一部の空きテントに

は、出店を予定していなかった栄町通りに面していない店舗が急遽出店いただいた。 
スタッフジャンパーについては、一日目は雨で朝のうちは風もあり寒い一日となったが、

厚手のもので、スタッフにとって寒さを防ぐのに適していた。 
 

ロ）二日目【11 月 11 日（日）】 
会場配置については、二日目は比較的段取り良く対応ができ、テントの設置は概ね午後

10 時の出店者の準備には間に合った。 
スタッフジャンパーについては、日中はほぼ曇り空で、一日目に比べると気温も上がった

が、それでもジャンパーは必要な気温であった。来場者にとっては、人出が多く混雑する中

でも白地のスタッフジャンパーは一目で分かり、問合せなどのために声をかけるときに、役

に立ったと思われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆担当者からの考察：千葉大学北原研究室 

デザインコードの活用として、栄町のイメージを一新し、多くの来街者を引きつける

魅力的な街づくりを進めるため、栄町楽市バザールの特徴的な景観を形成していく。そ

のためには、パラソル及びテントの色彩的統一や、テーブル、机などの備品に関する誘

導が不可欠であり、次回の開催では確実に遂行する。 




